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［成果情報名］キチン分解好熱嫌気性細菌 Capillibacterium thermochitinicola の発見 

［要約］石垣島の堆肥から分離した新属新種の Capillibacterium thermochitinicola は、結晶性キチン

を分解できることが確認された、はじめてのキチン分解好熱嫌気性細菌である。キチンを含

むエビ殻やカニ殻等の食品加工廃棄物を用いた効率的な微生物糖化への利用が期待できる。 

［キーワード］キチン、キチン分解、バイオマス、好熱嫌気性細菌 

［所属］国際農林水産業研究センター 生物資源・利用領域 

［分類］研究 
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［背景・ねらい］ 

キチンはエビ、カニをはじめ、昆虫や貝、キノコ等、多くの生物に含まれている多糖類の一種

で、地球上でセルロースに次ぐ賦存量を持つ豊富な天然生物資源である。繊維素材や土壌改良材

等、バイオマテリアルとして多くの用途が期待されるが、難溶性であるため、産業利用は限られ

ており、水産加工工場からはエビ殻やカニ殻等、キチンを含むバイオマスが大量に廃棄されてい

る。キチン分解酵素を持つ微生物は多数、存在するが、好熱嫌気性環境下でキチンを分解・資化

できる細菌は見つかっていない。そこで、微生物糖化によるキチン系バイオマスの有効利用を図

るため、高温環境下で効率的にキチン分解する好熱嫌気性細菌を探索し、その新規性や有用性を

明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1. 結晶性キチンを炭素源とする培地を用いて、石垣島の堆肥から嫌気環境下 60℃にてキチン分

解する微生物をスクリーニングし、新属新種のキチン分解好熱嫌気性細菌 Capillibacterium 

thermochitinicola UUS1-1 の分離に成功した。本菌は分類学上、グラム陽性菌フィルミクテス門

の難培養細菌 OPB54 クラスターに位置づけられる。OPB54 クラスターにおいて培養可能な細

菌類としては、これまで知られている Hydrogenispora ethanolica に継ぐ発見である（図 1）。 

2. C. thermochitinicola UUS1-1 は、2 種類のキチン分解酵素を菌体外に生産し（図 2）、結晶性キ

チンを分解及び資化できることが確認されたはじめての好熱嫌気性細菌である（図 3）。 

3. C. thermochitinicola UUS1-1 は少なくとも 6 種類のキチン分解酵素とキチン利用に必要な代謝

経路を有しており、キチンから直接、水素を生産できるほか、デンプン、ガラクタン、β-グル

カンを分解できる。 

4. C. thermochitinicola UUS1-1 は、基準株として理研バイオリソースセンター(JCM 33882T)とドイ

ツ微生物細胞培養コレクションセンター(DSM 111537T)に寄託されており、分譲が可能である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1. 微生物糖化技術で用いている好熱嫌気性セルロース分解細菌と同じく、60℃にて生育及び結

晶性キチンを効率的に分解できるため、キチン質を含む食品加工廃棄物を用いた微生物糖化

技術に組み入れることが可能である。 

2. C. thermochitinicola UUS1-1 はキトサンを分解することが出来ない。キチンの化学処理から得

られるキトサンは生分解性フィルムや抗菌性をもつ機能性素材であるが、本菌を作用させる

ことで、残存するキチン除去などキトサンの生物的精製処理に利用できる。 
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［具体的データ］ 

 

［その他］ 
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図 1 C. thermochitinicola UUS1-1 の形態観察  

a; UUS1-1 の光学顕微鏡写真（写真下部の黒横棒スケールは 50 µm） b; UUS1-1 の走査電子顕微鏡写真（写

真下部の白横棒スケールは 1.0 µm） c; 透過電子顕微鏡写真（写真下部の黒横棒スケールは 0.4 µm） 

図 3 C. thermochitinicola UUS1-

1 のキチン分解能  

1%(w/v)結晶性キチンを含む嫌気性培地

における UUS1-1 によるキチンの残存率

を示す 

図 2 C. thermochitinicola UUS1-1 の菌体外酵

素によるキチン分解能  

a; 分離菌 UUS1-1 の菌体外酵素のタンパク質 SDS-PAGE

画像. b; 分離菌 UUS1-1 の菌体外酵素のキチン分解活性

染色画像.▲分子量にキチン分解活性が認められる. M；

分子量マーカー 


